

































































































































































は人文・科学部（College of Liberal Arts and Sciences）の学部長に指名され、
３年間学部長をつとめた。
　1963年、ペルタソンは開設計画中のカリフォルニア大学アーバイン校の人
文・文学・科学部（College of Arts, Letters, and Science）の学部長に招聘
されることになり、イリノイ大学を辞してカリフォルニアに赴任した。
カリフォルニア大学アーバイン校は、1960年にドナヒュー高等教育法
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（9）1960年代のカリフォルニア大学の拡張計画を概観するものとして、John A Douglass, 
Planning New UC Campuses in the 1960s, Research and Occasional Paper Series: 
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教授 準教授 助教授 合計
人数 給与（$） 人数 給与（$） 人数 給与（$） 人数 給与（$）
大学H 私立 638 124,260 113 70,524 218 65,691 969 104,817
大学A 私立 512 115,966 136 78,833 200 64,524 848 97,878
大学F 私立 548 112,349 175 75,019 166 66,226 889 96,388
大学D 私立 386 111,897 81 66,810 180 54,830 647 90,376
カリフォルニア
大学 公立 3,652 103,099 1,228 68,758 938 59,991 5,818 88,901
大学E 公立 693 97,100 364 70,337 415 55,745 1,472 78,823
大学B 公立 435 96,930 257 67,494 217 54,221 910 78,402
大学G 公立 800 89,780 468 62,996 336 53,367 1,605 74,329
大学C 公立 318 90,964 218 62,547 207 51,703 7,437 1,688
（20）出典（2004－2005年）：California State Postsecondary Education Commission, Fac-
ulty Salaries at California’s Public Universities, 2005-06 (2005).
（21）出典（1999－2000年）：California State Postsecondary Education Commission, Ex-




大学名 種類 教授 準教授 助教授 合計人数 給与（$） 人数 給与（$） 人数 給与（$） 人数 給与（$）
大学H 私立 637 157,366 135 91,696 216 82,902 988 132,113
大学F 私立 526 142,997 136 102,404 216 80,957 878 121,446
大学A 私立 505 140,603 147 94,769 175 83,803 827 120,436
大学D 私立 407 135,364 688 83,186 199 67,097 674 109,944
カリフォルニア
大学 公立 4,227 115,925 1,385 75,141 1,424 66,482 7,036 97,889
大学E 公立 728 119,433 377 82,155 419 68,150 1,524 96,112
大学B 公立 459 111,942 285 77,420 218 65,001 962 91,077
大学G 公立 767 109,265 458 74,241 460 68,321 1,686 88,557
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たち――南部の連邦判事と人種別学（Fifty-Eight Lonely Men: Southern 
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選任のミズーリプラン（The Missouri Plan for the Selection of Judges）」
である。この論文に若干の修正を加えたのが、のちに出版された「裁判官選任
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